
食いしん防災コミュニティ部会がいく！ 

（第１８回 ２０１９年１１月） 

 

 さて、前回の続きである。（バックナンバーをさかのぼって読まれている方は、先に

１０号に目を通していただきたい） 

 また鉄道の話かよ……とうんざりされるかもしれないが、今回のテーマは壮大ですぞ。

このふざけたコーナーにしては大まじめ、なんと「湖東地区の活性化」についてだ。 

 

 少子高齢化が進んで地方が元気を失っていく時代にあって、湖東地区も例外ではない。

少なからぬ団体が解散や活動休止にいたり、行事も縮小・廃止を余儀なくされている。

「身の丈に合わせて」発言で火だるまになった大臣がおられたが、そうやってダウン 

サイジングを繰り返していると、自信もヤル気も失われて、活気のないしょぼくれた 

地方になってしまう。こういうときこそ攻めの姿勢でいかなくては！ 

  

ここで食いしん防が自信をもってお送りする「湖東地区活性化計画」、

それは湖東地区に鉄道を走らせるだ！！ あ、今あなた鼻で笑

いましたね？ 私は何もＪＲや近江鉄道を引っ張ってこようってん 

じゃありません。自分たちの手で軽便鉄道を敷いて運行させるのです。 

 

線路の幅のことをゲージという。ＪＲ在来線は 1067mm、新幹線は 1435mm と

決まっているが、それより狭い400～700mmのゲージで人が乗れるものを軽便鉄道

と呼ぶ。個人が自宅の庭に趣味で走らせているものから、トロッコ列車のように営業用

のものまでさまざま。遊園地によくある「お猿の電車」も一種の軽便鉄道といえるで  

しょうか。 

そうです。先月紹介した「奥祖谷観光モノレール」も単軌道ではありますが軽便鉄道

の仲間。あんなふうに楽しいものを、わが地区にも作るのです！ 

 

 とはいっても、同じことを押立山でやっても単なるマネ。あちらが急こう配と乗車 

時間の長さが売りならば、こちらは営業距離の長さで勝負！ 

 たとえばこんな青写真はどうだろう。ひばり公園とクレフィールを結ぶ線を走らせる

のだ。専用軌道が長いと保守点検や維持が大変なので、大半は市道を使った路面鉄道形

式にする。電車は同じく設備投資がかかるので、ディーゼルエンジンの自走式車両に 

する。（バイオ燃料を使ってもいい） 

 列車は機関車を先頭に４～６人が乗れる客車３両く

らいを引っ張る。デザインはマニア好みのカワイイや

つにする。単線だが途中に駅をいくつか作ってすれ違

えるようにしておく。客はひばり公園に車を置き、  

鉄道に乗ってクレフィールへ行き、（温泉につかって）

また戻ってくるのだ。 

 



 軽便鉄道は熱狂的なファンが大勢いる。こんな路線が湖東にあるとなったら、世界中

から乗るために集まってくるはず。これで儲かれば、さらに百斉寺線とか、湖東記念  

病院線など伸ばしていく。湖東を軽便鉄道の聖地にするのだ！ 

 鉄道目当ての観光客が増えれば雇用が生まれる。路線を広げれば、地域住民の足とし

ても使える。何より夢がある！ のどかな田園風景の中をちっちゃな鉄道がコトコト

走っているまち。たまらん魅力的でしょ？ 

 

 冗談じゃなくマジで実現しないかなあ。絶対うまくいくと 

思うんだけどなあ。誰かこれ読んだ人が動いてくれないかなあ。え、防災とぜんぜん関

係ないって？ いつものことじゃないすか。 

 

 

 

TOPICS 

 

☆池庄町で本格的な防災運動会 

   １０月６日、池庄町は自治会をあげて防災・減災に取り組みました。 

   まずは朝に町内に設置された消火栓全部を使っての消火訓練。毎年行っている 

恒例の訓練で、１人でも多くの人が消火栓を使えるように、また使い方を忘れない

ようにという狙いです。参加者は真剣そのもので、周りで見ている人も含めて消火

の手順を再確認していました。 

その後はグラウンドに移動しての防災運動会。これまでも運動会の一部に取り 

入れたことはありましたが、防災種目づくしは池庄町としても初めての試み。役員

さんが一生懸命企画して、工夫をこらした種目が並びました。 

住民さんたちが楽しみながら防災の知識や技能を身につけていく様子を、湖東 

地区防災ネットワークの支所ブロックが、見学研修しました。 

 

 こういう大きなイベントを毎年続けるのは大変かもしれませんが、何年かに１度

でもよいので、取り組んでみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



☆今年もやります防災食試食と三択クイズ 

これを読んでいるときはもう終わっているでしょうが、１１月３日の「ことう  

ふるさとまつり２０１９」で、食いしん防は昨年に引き続き防災保存食の試食コー 

ナーをやります。 

 市から提供いただいた缶入りビスケットとアルファ米の五目ご飯おにぎりを無償

で試食していただきます。昨年好評だったクリームもビスケットにたっぷり塗って 

食べれますよー。 

 また午後のステージでは毎年恒例の防災ウルトラ三択クイズを……といいたい 

とこなんですが、今年は装いも新たにまち協ウルトラ三択クイズにバージョン   

アップ！ まち協の各団体が１問づつ出題していきます。食いしん防ももちろん参加。

賞品は食いしん防セレクトよん。昨年は北海道のお菓子詰め合わせでしたが、さて 

今年は……乞うご期待！ 

 

 

 

今後の活動予定 

１１月 ３日 ふるさとまつりでの啓発活動 

１７日 池庄町ＤＩＧ出前講座 

２４日 小田苅町防災マップ作り 

１２月 １日 横溝町ＤＩＧ出前講座 

 

 

 

勝手にＱ＆Ａコーナー 

 

 Ｑ：なぜ「防災三択クイズ」をやめることになったのですか？ ひょっとして問題が

種切れになったとか。 

 Ａ：ぎくっ！ い、いやあ、食いしん防だけでステージを独占しちゃ悪いという配慮

ですよ。決して問題が種切れになったとか、作るのが面倒くさかったとかいうわけ

じゃ……ありません…… 

 

 Ｑ：このところまち協広報誌に「食いしん防災隊がいく！」が掲載されていませんが、

あまりのくだらなさにリストラされたのですか？ 

 Ａ：単なる編集上の都合です。たぶんそうです。そうであってほしい。 

 

楽しい質問、お待ちしてます！ 


